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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（ａ）成分を３質量％以上３０質量％以下、（ｂ）成分を３０質量％以上８０質量
％以下、（ｃ）成分を０質量％以上１０質量％以下含有し、
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上１以下である、
衣料用粉末洗浄剤組成物。
（ａ）成分：アニオン界面活性剤
（ｂ）成分：下記（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分から選ばれる１種以上の化合物
（ｂ１）成分：硫酸カリウム及び塩化カリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｂ２）成分：硫酸ナトリウム及び塩化ナトリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｃ）成分：アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩、アルカリ金属ケイ酸塩及び
トリポリ燐酸塩から選ばれる１種以上のアルカリ剤
【請求項２】
　（ａ）成分が、スルホン酸塩基を有するアニオン界面活性剤及び硫酸エステル塩基を有
するアニオン界面活性剤から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤である、請求項１記
載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項３】
　（ａ）成分として、下記（ａ１）成分及び（ａ２）成分から選ばれる１種以上のアニオ



(2) JP 6249424 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

ン界面活性剤を含有する、請求項１又は２に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
（ａ１）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、エチレンオキシド平均付加モル
数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩及びアルキル基の炭素数
が１０以上１６以下のアルキルベンゼンスルホン酸塩から選ばれる１種以上のアニオン界
面活性剤
（ａ２）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下のアルキル硫酸エステル塩から選
ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
【請求項４】
　（ａ）成分として、下記（ａ１）成分から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤と、
下記（ａ２）成分から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤とを含有する、請求項１～
３の何れか１項記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
（ａ１）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、エチレンオキシド平均付加モル
数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩及びアルキル基の炭素数
が１０以上１６以下のアルキルベンゼンスルホン酸塩から選ばれる１種以上のアニオン界
面活性剤
（ａ２）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下のアルキル硫酸エステル塩から選
ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
【請求項５】
　（ａ１）成分の含有量に対する（ａ２）成分の含有量の質量比が、〔（ａ２）成分の含
有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、０．０５以上５以下である、請求項４記載の衣料
用粉末洗浄剤組成物。
【請求項６】
　（ａ１）成分として、アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、エチレンオキシド平均
付加モル数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩〔以後、（ａ１
）ＡＥＳと称する。〕から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤を含有する、請求項４
又は５記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項７】
　（ａ１）成分の含有量に対する（ａ１）ＡＥＳの含有量の質量比が、〔（ａ１）ＡＥＳ

の含有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、０．１以上１以下である、請求項６記載の衣
料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項８】
　（ｂ１）成分が、硫酸カリウムである、請求項１～７の何れか１項記載の衣料用粉末洗
浄剤組成物。
【請求項９】
　（ｂ２）成分が、硫酸ナトリウムである、請求項１～８の何れか１項記載の衣料用粉末
洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　（ｃ）成分のアルカリ金属炭酸塩が、炭酸ナトリウム、及び炭酸カリウムから選ばれる
１種以上の化合物である、請求項１～９の何れか１項記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項１１】
　手洗い洗濯用である、請求項１～１０の何れか１項記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項１２】
　２０℃の水で３００倍に希釈されたときのｐＨが、２．５以上９．５以下である、請求
項１～１１の何れか１項記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２の何れか１項記載の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ
２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、衣料を洗浄する、衣料の洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、衣料用粉末洗浄剤組成物、及び衣料の洗浄方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　粉末洗浄剤組成物では、洗浄液のｐＨをアルカリ性にすることで洗浄力が高まることか
ら、一般的にアルカリ成分が配合されている。近年では、アジア地域の洗濯機の普及が増
加する傾向にあるが、洗浄力、経済性の観点、文化的背景、洗濯意識などから、手洗い洗
濯が依然として広く行われている。手洗い洗濯は、洗濯機による洗濯と比較した場合、汚
れの落ち具合、衣料の種類など、状況に応じたきめ細かい洗浄に適している。
　しかし、手洗い洗濯は、肉体的、精神的疲労感が伴う作業である。また、洗浄剤を計量
する場合や溶解する場合に手で粉末洗浄剤をつかみ水の中で撹拌するため、洗浄剤中の成
分の影響により刺激を感じる場合がある。さらに洗濯中は、長時間洗濯液の中に手を入れ
ているため、洗浄成分の影響で手にぬるつきや刺激を感じ、また洗濯後にも手の乾燥や洗
浄成分の残留によるべたつきが発生するために不快感を伴い、ハンドクリームなどでケア
しなければならない場合がある。そのために、衣料用洗浄剤に関しても洗浄成分のマイル
ド性を訴求した商品が求められている。
【０００３】
　特許文献１には、酸源と炭酸源とカリウムイオンを組み合わせることにより、冷水での
溶解性を改善した顆粒状洗剤組成物に関する技術が開示されている。
　特許文献２には、陰イオン界面活性剤、非イオン界面活性剤、過炭酸塩を含む炭酸源を
組み合わせることにより、衣類に付着した食物のシミや黄ばみなどの汚れを効果的に落と
すことができる粉末洗浄剤組成物に関する技術が開示されている。
　特許文献３には、特定のアニオン界面活性剤と、プロテアーゼと、（ａ）蛋白脱水作用
を有する物質、（ｂ）渋味を有する物質、（ｃ）皮膜形成機能を有する物質、（ｄ）血管
収縮作用を有する物質のいずれかと、を組み合わせることにより、皮膚または粘膜に対す
る化学物質の刺激を低減させること及びこれらの物質を配合して低刺激性でかつ良好な洗
浄力を有する洗浄剤組成物に関する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００１－５０８１１９号公報
【特許文献２】特開２０１３－２１３１８５号公報
【特許文献３】特開２００４－３００３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　手洗い洗濯では、手肌への影響やぬるつきが少ないことが望まれるが、特許文献１、特
許文献２は、衣料を手洗いする際の感触に関して言及していない。
　特許文献３は、手の刺激低減を記してはいるが、アルカリ源となる無機炭酸塩、ケイ酸
塩を多く含むため、洗濯時の手の感触は改善されていない。また、洗濯後も手のぬるつき
が取れにくく、すすぎにくい。
【０００６】
　本発明は、水への溶解性に優れ、食品由来の油汚れに対する高洗浄力を有し、手洗い作
業が快適な衣料用粉末洗浄剤組成物を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、下記（ａ）成分を３質量％以上３０質量％以下、（ｂ）成分を３０質量％以
上８０質量％以下、（ｃ）成分を０質量％以上１０質量％以下含有し、
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上１以下である、
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衣料用粉末洗浄剤組成物に関する。
（ａ）成分：アニオン界面活性剤
（ｂ）成分：下記（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分から選ばれる１種以上の化合物
（ｂ１）成分：硫酸カリウム及び塩化カリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｂ２）成分：硫酸ナトリウム及び塩化ナトリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｃ）成分：アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩、アルカリ金属ケイ酸塩及び
トリポリ燐酸塩から選ばれる１種以上のアルカリ剤
【０００８】
　本発明は、一つの側面において、下記（ａ）成分を３質量％以上３０質量％以下、（ｂ
）成分を３０質量％以上８０質量％以下、（ｃ）成分を０質量％以上１０質量％以下含有
し、
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上１以下である、
衣料用粉末洗浄剤組成物に関する。
（ａ）成分：スルホン酸塩基を有するアニオン界面活性剤及び硫酸エステル塩基を有する
アニオン界面活性剤から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
（ｂ）成分：下記（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分から選ばれる１種以上の化合物
（ｂ１）成分：硫酸カリウム及び塩化カリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｂ２）成分：硫酸ナトリウム及び塩化ナトリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｃ）成分：アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩及びアルカリ金属ケイ酸塩か
ら選ばれる１種以上のアルカリ剤
【０００９】
　また、本発明は、前記本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ２．
５以上９．５以下の洗浄液を用いて、食品由来の油汚れが付着した衣料を洗浄する、衣料
の洗浄方法に関する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、水への溶解性に優れ、食品由来の油汚れに対する高洗浄力を有し、手
洗い作業が快適な衣料用粉末洗浄剤組成物が提供される。より詳細には、本発明の衣料用
粉末洗浄剤組成物は、手洗い洗濯時やすすぎ時にぬるつきが少ない、手洗い洗濯時やすす
ぎ時に衣料用粉末洗浄剤組成物の残留感が少ない、など、手洗い作業の際に快適な感触を
手に与えることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜（ａ）成分＞
　（ａ）成分は、アニオン界面活性剤である。（ａ）成分の具体例としては、スルホン酸
塩基を有するアニオン界面活性剤及び硫酸エステル塩基を有するアニオン界面活性剤から
選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤が挙げられる。（ａ）成分は、１種又は２種以上
を混合して用いても良い。スルホン酸塩基を有するアニオン界面活性剤とは、親水基とし
てスルホン酸塩を有するアニオン界面活性剤を表す。硫酸エステル塩基を有するアニオン
界面活性剤とは、硫酸エステル塩を有するアニオン界面活性剤を表す。
【００１２】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物の溶解性の向上
の観点から、（ａ）成分として、下記（ａ１）成分及び（ａ２）成分から選ばれる１種以
上のアニオン界面活性剤を含有することが好ましい。（ａ）成分として、下記（ａ１）成
分から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤と、下記（ａ２）成分から選ばれる１種以
上のアニオン界面活性剤とを含有することがより好ましい。
（ａ１）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、好ましくは１４以下、エチレン
オキシド平均付加モル数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩及
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びアルキル基の炭素数が１０以上１６以下、好ましくは１４以下のアルキルベンゼンスル
ホン酸塩から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
（ａ２）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下のアルキル硫酸エステル塩から選
ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
　（ａ）成分であるアニオン界面活性剤の塩としては、アルカリ金属塩が好ましい。アル
カリ金属塩としてはナトリウム塩又はカリウム塩がより好ましく、ナトリウム塩が更に好
ましい。
【００１３】
　油汚れに対する洗浄力の観点から、（ａ１）成分の含有量に対する（ａ２）成分の含有
量の質量比は、〔（ａ２）成分の含有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、好ましくは５
以下、より好ましくは４以下、より好ましくは３以下、より好ましくは２以下、より好ま
しくは１．５以下、より好ましくは１以下、より好ましくは０．７以下である。そして、
すすぎ時の手洗い作業の快適さを向上する観点から、〔（ａ２）成分の含有量〕／〔（ａ
１）成分の含有量〕の質量比は、好ましくは０．０５以上、より好ましくは０．１以上、
より好ましくは０．１５以上、より好ましくは０．２以上、より好ましくは０．３以上、
より好ましくは０．４以上、より好ましくは０．５以上である。
【００１４】
　溶解性の向上、洗浄力の向上及び手洗い作業の快適さの向上の観点から、本発明の衣料
用粉末洗浄剤組成物は、（ａ１）成分として、アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、
好ましくは１４以下、エチレンオキシド平均付加モル数が１以上３以下のポリオキシエチ
レンアルキル硫酸エステル塩〔以後、（ａ１）ＡＥＳと称する。〕を含有することが好ま
しい。（ａ１）成分の含有量に対する（ａ１）ＡＥＳの含有量の質量比は、〔（ａ１）Ａ

ＥＳの含有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、好ましくは０．１以上、より好ましくは
０．２以上、更に好ましくは０．５以上、そして１以下である。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、（ａ）成分として、（ａ１）成分である（ａ１）

ＡＥＳから選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤と、（ａ２）成分とを含有することが
、溶解性の向上と洗浄力の向上の観点から好ましい。
【００１５】
　他の（ａ）成分としては、脂肪酸又はその塩が挙げられる。脂肪酸又はその塩の具体例
としては、炭素数１１以上１７以下の脂肪族炭化水素基と、カルボキシル基を有する脂肪
酸又はその塩が挙げられる。より具体的には、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸
、パルミトレイン酸、ステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、リノール酸、リノレン
酸、又はその塩が挙げられる。塩としては、アルカリ金属塩が好ましい。アルカリ金属塩
としてはナトリウム塩又はカリウム塩がより好ましく、ナトリウム塩が更に好ましい。脂
肪酸又はその塩からは、後述する分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカルボ
ン酸又はその塩は除外される。
【００１６】
＜（ｂ）成分＞
　（ｂ）成分は、下記（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分から選ばれる１種以上の化合物であ
る。
（ｂ１）成分：硫酸カリウム及び塩化カリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｂ２）成分：硫酸ナトリウム及び塩化ナトリウムから選ばれる１種以上の化合物
【００１７】
　本発明では、（ｂ１）成分を、（ｂ）成分中、所定の割合で用いることで、手洗い作業
の快適さを向上させることができる。
　（ｂ１）成分は、衣料の洗浄操作を行う場所、洗面器などの容器等に一部使用されてい
る金属への腐食性を低減する観点から、硫酸カリウムが好ましい。
　（ｂ２）成分は、衣料の洗浄操作を行う場所、洗面器などの容器等に一部使用されてい
る金属への腐食性を低減する観点から、硫酸ナトリウムが好ましい。
【００１８】



(6) JP 6249424 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

　（ｂ）成分は、手洗い作業の快適さの向上の観点から、（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分
であることが好ましい。すなわち、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、（ｂ）成分とし
て、（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分を含有することが好ましい。この場合の化合物の組み
合わせとして、（ｂ１）成分が硫酸カリウムであり、（ｂ２）成分が硫酸ナトリウムであ
る組み合わせ、（ｂ１）成分が塩化カリウムであり、（ｂ２）成分が塩化ナトリウムであ
る組み合わせが挙げられる。（ｂ１）成分が硫酸カリウムであり、（ｂ２）成分が硫酸ナ
トリウムである組み合わせが好ましい。
【００１９】
＜（ｃ）成分＞
　（ｃ）成分は、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩、アルカリ金属ケイ酸塩
及びトリポリリン酸塩から選ばれる１種以上のアルカリ剤である。本発明の衣料用粉末洗
浄剤組成物は、任意に（ｃ）成分を含有する。
【００２０】
　アルカリ金属炭酸塩としては、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムが挙げられ、炭酸ナトリ
ウムが好ましい。
　アルカリ金属炭酸水素塩としては、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウムが挙げられ
る。
　アルカリ金属ケイ酸塩としては、ケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウムが挙げられる。
　トリポリリン酸塩としては、トリポリ燐酸のアルカリ金属塩が好ましく、トリポリリン
酸ナトリウムがより好ましい。
【００２１】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、（ｃ）成分として、アルカリ金属炭酸塩を含有す
ることができる。
【００２２】
＜組成、その他の成分、使用方法等＞
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、食品由来の油汚れに対する洗浄力の観点から、（
ａ）成分を、３質量％以上、好ましくは５質量％以上、より好ましくは７質量％以上、よ
り好ましくは１０質量％以上、そして手洗い洗濯時やすすぎ時のぬるつきを抑制する観点
から３０質量％以下、好ましくは２８質量％以下、より好ましくは２５質量％以下含有す
る。（ａ）成分の含有量は塩をナトリウム塩に換算した時の含有量を表す。
【００２３】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、溶解性の観点から、（ｂ）成分を、３０質量％以
上、好ましくは３５質量％以上、より好ましくは３７質量％以上、より好ましくは４０質
量％以上、そして８０質量％以下、好ましくは７５質量％以下、より好ましくは７０質量
％以下含有する。
【００２４】
　また、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、手洗い作業の快適さを向上する観点から、
（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比である
〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０．
４以上、好ましくは０．５以上、より好ましくは０．６以上、更に好ましくは０．７以上
、より更に好ましくは０．７５以上、より更に好ましくは０．８以上、そして、１以下で
ある。溶解性の向上や食品由来の油汚れの洗浄力の向上の観点から、〔（ｂ１）成分の含
有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕は、好ましくは０．９８以下
、より好ましくは０．９５以下である。
【００２５】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、食品由来の油汚れに対する洗浄力を更に高める観
点から、（ｃ）成分を、０質量％以上、更に０質量％超、好ましくは０．５質量％以上、
より好ましくは０．７質量％以上、より好ましくは１質量％以上、そして１０質量％以下
含有する。そして、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、手洗い作業の快適さを向上する
観点から、（ｃ）成分を、好ましくは８質量％以下、より好ましくは５質量％以下、更に
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好ましくは４質量％以下、より更に好ましくは３質量％以下、より更に好ましくは２質量
％以下含有する。（ｃ）成分は、手洗い作業の快適さを向上する観点からは含有量が少な
い方が好ましいが、含有量を低減すると洗浄力の向上には不利である。本発明では、（ｃ
）成分の含有量が前記範囲でも、洗浄力を損なうことなく、手洗い作業の快適さを向上す
ることができる。
【００２６】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、両性界面活性剤を含有することができる。両性界
面活性剤としては、特に限定されるものではないが、例えば炭素数８以上、１８以下のア
ルキル基を有するアルキルアミンオキシド、カルボベタイン、アミドベタイン、スルホベ
タイン、アミドスルホベタイン、イミダゾリニウムベタイン、ホスホベタイン等が挙げら
れる。泡立ちの観点から、スルホベタイン、アミドベタイン及びカルボベタインからなる
群から選ばれる１種以上の両性界面活性剤が挙げられる。両性界面活性剤の含有量は、組
成物中、好ましくは０質量％以上１０質量％以下であり、より好ましくは８質量％以下、
より好ましくは６質量％以下である。
【００２７】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、カチオン界面活性剤を含有することができる。カ
チオン界面活性剤としては、特に限定されるものではないが、第４級アンモニウム型界面
活性剤又は３級アミン型界面活性剤が挙げられ、更にはエーテル結合、オキシアルキレン
基、エステル基、又はアミド基で分断されていてもよい炭素数６以上、２２以下の炭化水
素基を１つ有する第４級アンモニウム型界面活性剤又は３級アミン型界面活性剤が挙げら
れる。カチオン界面活性剤の含有量は、粉末製造の観点から、組成物中、好ましくは０質
量％以上１０質量％以下であり、より好ましくは８質量％以下、より好ましくは６質量％
以下である。
【００２８】
　本発明の衣料用粉末洗剤組成物は、分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカ
ルボン酸又はその塩を含有することができる。好ましい化合物は、クエン酸（１９２．１
）、マロン酸（１０４．１）、マレイン酸（１１６．１）、フマル酸（１１６．１）、シ
ュウ酸（９０．０）、プロピオン酸（７４．１）、乳酸（９０．１）、リンゴ酸（１３４
．１）、酒石酸（１５０．１）、コハク酸（１１８．１）、グリコール酸（７６．１）、
安息香酸（１２２．１）、サリチル酸（１３８．１）、フタル酸（１６６．１）、１，２
，３－ベンゼントリカルボン酸（２１０．１）及び１，２，４，５－ベンゼンテトラカル
ボン酸（ピロメリット酸２５４．２）から選ばれる１種以上のカルボン酸又はその塩が挙
げられる。これらのかっこ内の数字は分子量である。
　本発明の衣料用粉末洗剤組成物が、分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカ
ルボン酸又はその塩を含有する場合、含有量は、組成物中、好ましくは０．１質量％以上
、より好ましくは０．２質量％以上、より好ましくは０．３質量％以上、そして、好まし
くは３質量％以下、より好ましくは２質量％以下、より好ましくは１質量％以下である。
　本発明の衣料用粉末洗剤組成物中の、分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下の
カルボン酸又はその塩の含有量は、０質量％であっても良い、すなわち含まなくても良い
。
　尚、分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカルボン酸又はその塩からは、前
述の（ａ）成分の脂肪酸又はその塩、後述する任意成分である水溶性ポリマーは除かれる
。
【００２９】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、ゼオライトを含有することができる。
　ゼオライトは結晶性アルミノ硅酸塩とも呼ばれる。具体的なゼオライトとして、Ａ型、
Ｘ型、Ｐ型ゼオライト等の結晶性アルミノ珪酸塩を含有することができる。その平均一次
粒子径は好ましくは０．１μｍ以上、より好ましくは１μｍ以上、そして、好ましくは１
０μｍ以下、より好ましくは５μｍ以下である。ゼオライトとしては、Ａ型ゼオライト（
例えば、商品名「ゼオビルダー」：ゼオビルダー社製、商品名「トヨビルダー」：東ソー
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（株）製、ＪＩＳ　Ｋ　５１０１法による吸油能：４０ｍＬ／１００ｇ以上）が好ましい
。その他に、Ｐ型（例えば、商品名「Ｄｏｕｃｉｌ　Ａ２４」、「ＺＳＥＯ６４」等；い
ずれもCrosfield社製；吸油能６０～１５０ｍＬ／１００ｇ）、Ｘ型（例えば、商品名「W
essalithXD」、；Degussa社製；吸油能８０～１００ｍＬ／１００ｇ）、国際公開第９８
４２６２２号記載のハイブリッドゼオライトも好適なものとして挙げられる。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、ゼオライトを、好ましくは２質量％以上、より好
ましくは３質量％以上、より好ましくは５質量％以上、そして、好ましくは１５質量％以
下、より好ましくは１３質量％以下、より好ましくは１０質量％以下、含有する。
【００３０】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、以下の成分を含有することができる。
（ｉ）洗剤粒子の流動性及び非ケーキング性の観点から、表面改質剤を含有しても良い。
表面改質被覆剤としては、例えば、珪酸カルシウム、二酸化ケイ素、結晶性シリケート化
合物等のシリケート化合物、ベントナイト、タルク、クレイ等の粘土鉱物、カルボキシメ
チルセルロース、ポリエチレングリコール、ポリアクリル酸又はその塩、アクリル酸とマ
レイン酸のコポリマー又はその塩等のポリカルボン酸塩等の水溶性ポリマーが挙げられる
。但し、水溶性ポリマーからは、前記の分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下の
カルボン酸又はその塩は除かれる。なお、ゼオライトも表面改質剤として機能する。表面
改質剤の含有量は保存安定性の点で、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物中の２０質量％以
下が好ましく、１５質量％以下がより好ましい。また、表面改質の点で、本発明の衣料用
粉末洗浄剤組成物中の０．１質量％以上が好ましく、０．３質量％以上がより好ましく、
１質量％以上が更に好ましく、３質量％以上がより更に好ましく、５質量％以上がより更
に好ましい。
（ii）ポリビニルピロリドン等の色移り防止剤。
（iii）セルラーゼ、アミラーゼ、ペクチナーゼ、プロテアーゼ、リパーゼ等の酵素。
（iv）蛍光染料、例えばチノパールＣＢＳ（商品名、チバスペシャリティケミカルズ製）
やホワイテックスＳＡ（商品名、住友化学（株）製）として市販されている蛍光染料。
（ｖ）ブチルヒドロキシトルエン、ジスチレン化クレゾール、亜硫酸ナトリウム及び亜硫
酸水素ナトリウム等の酸化防止剤。
（vii）色素、香料、抗菌防腐剤、シリコーン等の消泡剤。
（viii）イオン交換水、水道水、イオン交換水に次亜塩素酸ナトリウムを、水の質量に対
して０．１～５ｍｇ／ｋｇ添加した水等の水。
（ix）活性白土。活性白土は、一般的な化学成分として、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｆｅ２

Ｏ３、ＣａＯ、ＭｇＯ等を含有する。
【００３１】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、衣料の洗浄操作を行う場所、洗面器などの容器等
に一部使用されている金属への腐食性を低減する観点から、２０℃の水で３００倍に希釈
されたときのｐＨが、好ましくは２．５以上、より好ましくは２．６以上、更に好ましく
は２．８以上、より更に好ましくは３．０以上、より更に好ましくは３．２以上、より更
に好ましくは３．４以上、より更に好ましくは３．６以上、より更に好ましくは３．８以
上、より更に好ましくは４．０以上であり、そして、油汚れに対する洗浄力の観点から、
好ましくは９．５以下、より好ましくは９．０以下、更に好ましくは８．５以下、より更
に好ましくは８．０以下、より更に好ましくは７．８以下、より更に好ましくは７．５以
下である。このｐＨにおいて、希釈に使用される水は、洗浄に使用される水の多様性に対
応して所定のｐＨを達成するために、アルカリ度１０ｍｇ／Ｌ以上３００ｍｇ／Ｌ以下、
ドイツ硬度１゜ｄＨ以上５０゜ｄＨ以下の水であることが好ましい。本発明の衣料用粉末
洗浄剤組成物は、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ、ドイツ硬度１０゜ｄＨの２０℃の水で３０
０倍に希釈されたときのｐＨが前記範囲であることがより好ましい。本発明の衣料用粉末
洗浄剤組成物は、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ、ドイツ硬度１０゜ｄＨ、ｐＨ７．５の２０
℃の水で３００倍に希釈されたときのｐＨが前記範囲であることが、より更に好ましい。
後述の実施例では、これらのアルカリ度、ドイツ硬度及びｐＨを有する水を、洗浄力の評
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価方法で用いた。尚、前記の３００倍に希釈とは質量で３００倍に希釈することを意味す
る。本発明におけるアルカリ度とは、炭酸、炭酸イオン、炭酸水素イオンの総量を炭酸カ
ルシウム（ＣａＣＯ３換算）の質量に換算した値であり、単位はｍｇ／Ｌである。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物のｐＨは実施例に記載のｐＨの測定法で求められたｐ
Ｈであり、ガラス電極を用いて測定されたｐＨである。
【００３２】
　アルカリ度が未知の水を用いる場合は、水のアルカリ度は下記の方法で測定することが
できる。
〔アルカリ度の測定方法〕
  検水１００ｍｌを２００ｍｌビーカーにとり、指示薬としてブロモクレゾールグリーン
－メチルレッド・エタノール溶液（和光純薬工業（株）製）を０．１５ｍｌ加える。検水
に残留塩素があるときは、あらかじめ検水１００ｍｌにチオ硫酸ナトリウム溶液（０．３
ｗ／ｖ％）を加えて残留塩素を除いておく。この溶液を緩やかに攪拌しながら１０ｍｍｏ
ｌ／ｌ硫酸で、溶液の色が青から赤紫色になるまで滴定する。次式によってアルカリ度を
算出する。
    アルカリ度（ＣａＣＯ３ｍｇ／ｌ）＝ａ×１０
    ここで、ａ：滴定に要した１０ｍｍｏｌ／ｌ硫酸（ｍｌ）
  着色した試料など、指示薬による変色が明らかでない場合には、指示薬に代えてｐＨ計
を使用し、ｐＨ値が４．８までに要した１０ｍｍｏｌ／ｌ硫酸量（ｍｌ）をａとする。
【００３３】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物では、水に溶解したときにアルカリ性を示す無機炭酸
塩を配合することができる。しかし、洗浄時のｐＨ又はアルカリ度１００ｍｇ／Ｌ、ドイ
ツ硬度１０゜ｄＨの２０℃の水で３００倍に希釈されたときのｐＨを好ましくは９．５以
下、より好ましくは９．０以下、更に好ましくは８．５以下、より更に８．０以下に保持
する観点から、２０℃の水１００ｇに対する溶解度が０．１ｇ以上である無機炭酸塩の含
有量が、好ましくは１０質量％以下である。２０℃の水１００ｇに対する溶解度が０．１
ｇ以上である無機炭酸塩の含有量は、組成物中、８質量％以下が好ましく、４質量％以下
がより好ましく、そして、０質量％以上であり、０質量％であってもよい。さらに、本発
明では、〔２０℃の水１００ｇに対する溶解度が０．１ｇ以上である無機炭酸塩の含有量
〕／〔（ｂ）成分の含有量〕の質量比は、好ましくは７０／３０以下、より好ましくは６
０／４０以下、より好ましくは５０／５０以下であり、そして、好ましくは０／１００以
上である。２０℃の水１００ｇに対する溶解度が０．１ｇ以上である無機炭酸塩／（ｂ）
成分の質量比は、（ｂ）成分の含有量に対する、２０℃の水１００ｇに対する溶解度が０
．１ｇ以上である無機炭酸塩の含有量の質量比である。無機炭酸塩として好ましくは炭酸
ナトリウムである。
【００３４】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、手洗い洗濯用として好適である。手洗い洗濯の場
合、油汚れに対する洗浄力の観点から、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、水１Ｌに対
して、好ましくは１．０ｇ以上、より好ましくは１．５ｇ以上、より好ましくは２．０ｇ
以上であり、そして、好ましくは２０ｇ以下、より好ましくは１５ｇ以下、より好ましく
は１０ｇ以下の濃度で用いられる。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、目的に応じて洗濯機でも使用できる。洗濯機での
洗濯の場合、油汚れに対する洗浄力及び使用時のｐＨの観点から、本発明の衣料用粉末洗
浄剤組成物は、水１Ｌに対して、好ましくは０．３ｇ以上、より好ましくは０．５ｇ以上
、より好ましくは０．７ｇ以上であり、そして、好ましくは１０ｇ以下、より好ましくは
５ｇ以下、より好ましくは３ｇ以下の濃度で用いられる。
【００３５】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物を用いた洗浄方法として、本発明の衣料用粉末洗浄剤
組成物と水とを混合して得たｐＨ２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、衣料を洗浄す
る、衣料の洗浄方法が挙げられる。
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　更に、本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物を用いた洗浄方法として、本発明の衣料用粉末
洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、食品由
来の油汚れが付着した衣料を洗浄する、衣料の洗浄方法が挙げられる。食品由来の油汚れ
は、色素を含むものが挙げられ、特に限られるものではないが、例えばラー油が挙げられ
る。
　本発明の洗浄方法では、衣料を手洗い洗浄することができる。
　本発明の洗浄方法は、洗浄後の衣料を水ですすぐ工程を有することができる。
【００３６】
　洗浄液のｐＨは、好ましくは２．６以上、より好ましくは２．８以上、更に好ましくは
３．０以上、より更に好ましくは３．２以上、より更に好ましくは３．４以上、より更に
好ましくは３．６以上、より更に好ましくは３．８以上、より更に好ましくは４．０以上
、そして、好ましくは９．０以下、より好ましくは８．５以下、更に好ましくは８．０以
下、より更に好ましくは７．８以下、より更に好ましくは７．５以下である。
　洗浄液の調製のため組成物と混合する水のアルカリ度は１０ｍｇＬ以上３００ｍｇ／Ｌ
以下が好ましい。また、組成物と混合する水のドイツ硬度は１゜ｄＨ以上５０゜ｄＨ以下
が好ましい。よって、組成物と混合する水は、アルカリ度１０ｍｇ／Ｌ以上３００ｍｇ／
Ｌ以下、ドイツ硬度１゜ｄＨ以上５０゜ｄＨ以下の水が挙げられる。
　本発明の洗浄液のｐＨは実施例に記載のｐＨの測定法で求められたｐＨであり、ガラス
電極を用いて測定されたｐＨである。
【００３７】
　洗浄に使用される水は、地質の影響や微生物の存在により、炭酸、炭酸イオン、炭酸水
素イオンを含有することが知られており、これらのイオン量の指標としてアルカリ度が用
いられている。水中での炭酸イオンと炭酸水素イオンのｐＫａはそれぞれ１０．３及び６
．３（２０℃）であることから、ｐＨ１０．３並びに６．３近傍でｐＨ緩衝能を持つため
、洗浄液のｐＨが各ｐＫａに近づくと少量の酸成分やアルカリ成分ではｐＨの変化が起き
にくくなる。
【００３８】
　一般的な洗浄に使用される水のｐＨが６以上８以下であることを考慮すると、アルカリ
度の主因子は炭酸水素イオンであり、洗浄ｐＨを水よりも低下させる場合にｐＨ６．３付
近で緩衝作用を発現する。アジア地域におけるアルカリ度は総じて高く、５０ｍｇ／Ｌ以
上２００ｍｇ／Ｌ以下であるため、酸性成分を添加してもｐＨが変化しにくい水である。
【００３９】
　洗浄に使用される水のドイツ硬度は、１°ｄＨ以上、更に２°ｄＨ以上、更に３°ｄＨ
以上、更に５°ｄＨ以上であっても使用できる。一方、洗浄に使用される水のドイツ硬度
は、洗浄力の観点から５０°ｄＨ以下、好ましくは４０°ｄＨ以下、より好ましくは３０
°ｄＨ以下、より好ましくは２５°ｄＨ以下である。
【００４０】
　本明細書におけるドイツ硬度（°ｄＨ）とは、水中におけるカルシウム及びマグネシウ
ムの濃度を、ＣａＣＯ３換算濃度で１ｍｇ／Ｌ（ｐｐｍ）＝約０．０５６°ｄＨ（１°ｄ
Ｈ＝１７．８ｐｐｍ）で表したものを指す。洗浄に使用される水のドイツ硬度の調整は、
例えば、本明細書の実施例に記載の方法のように、硬度成分の種類や添加量から計算され
る値に基づいて行うことができる。また、洗浄に使用される水として、水道水等の硬度が
不明の水を用いる場合には、水のドイツ硬度は、下記に記載のエチレンジアミン四酢酸二
ナトリウム塩を使用したキレート滴定法で求められる。
　本明細書における水のドイツ硬度の具体的な測定方法を下記に示す。
＜水のドイツ硬度の測定方法＞
〔試薬〕
・０．０１ｍｏｌ／ｌ　ＥＤＴＡ・２Ｎａ溶液：エチレンジアミン四酢酸二ナトリウムの
０．０１ｍｏｌ／ｌ水溶液（滴定用溶液、0.01 M EDTA-Na2、シグマアルドリッチ（SIGMA
-ALDRICH）社製）
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・Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＢＴ指示薬（製品名：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＢＴ、（株）同仁化
学研究所製）
・硬度測定用アンモニア緩衝液（塩化アンモニウム６７．５ｇを２８ｗ／ｖ％アンモニア
水５７０ｍｌに溶解し、イオン交換水で全量を１０００ｍｌとした溶液）
〔ドイツ硬度の測定〕
（１）試料となる水２０ｍｌをホールピペットでコニカルビーカーに採取する。
（２）硬度測定用アンモニア緩衝液２ｍｌ添加する。
（３）Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＢＴ指示薬を０．５ｍｌ添加する。添加後の溶液が赤紫色で
あることを確認する。
（４）コニカルビーカーをよく振り混ぜながら、ビュレットから０．０１ｍｏｌ／ｌ　Ｅ
ＤＴＡ・２Ｎａ溶液を滴下し、試料となる水が青色に変色した時点を滴定の終点とする。
（５）全硬度は下記の算出式で求める。
　　硬度（°ｄＨ）＝Ｔ×０．０１×Ｆ×５６．０７７４×１００／Ａ
Ｔ：０．０１ｍｏｌ／ｌ　ＥＤＴＡ・２Ｎａ溶液の滴定量（ｍＬ）
Ａ：サンプル容量（２０ｍＬ、試料となる水の容量）
Ｆ：０．０１ｍｏｌ／ｌ　ＥＤＴＡ・２Ｎａ溶液のファクター
【００４１】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物を製造する方法は、特に限られるものではないが、例
えば押し出し造粒法、圧縮造粒法、溶融造粒法、噴霧乾燥造粒法、流動層造粒法、破砕造
粒法、撹拌造粒法、液晶造粒法、真空凍結乾燥造粒法、ドライ中和造粒法などが挙げられ
、これらの製造方法を単一または組み合わせて使用しても良い。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物の嵩密度は、製造方法によっても異なるが、好ましく
は２００ｇ／Ｌ以上、より好ましくは３００ｇ／Ｌ以上、より好ましくは３５０ｇ／Ｌ以
上であり、そして、好ましくは１０００ｇ／Ｌ以下、より好ましくは９００ｇ／Ｌ以下、
より好ましくは８００ｇ／Ｌ以下である。
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物の平均粒径は、好ましくは１００μｍ以上であり、１
５０μｍ以上がより好ましく、２００μｍ以上がより好ましく、好ましくは８００μｍ以
下であり、７５０μｍ以下がより好ましく、７００μｍ以下がより好ましい。
　噴霧乾燥造粒法は、前記範囲の嵩密度や平均粒径を有する組成物を得るのに適している
。
【００４２】
　本発明の衣料用粉末洗浄剤組成物は、衣類、タオル、寝具、寝具用の繊維製品（シーツ
、枕カバーなど）などの衣料の洗浄に用いられる。これら以外の洗濯が可能な繊維製品も
対象とすることができる。
【００４３】
＜本発明の態様＞
　以下に、本発明の態様を例示する。
＜１＞
　下記（ａ）成分を３質量％以上３０質量％以下、（ｂ）成分を３０質量％以上８０質量
％以下、（ｃ）成分を０質量％以上１０質量％以下含有し、
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上１以下である、
衣料用粉末洗浄剤組成物。
（ａ）成分：アニオン界面活性剤
（ｂ）成分：下記（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分から選ばれる１種以上の化合物
（ｂ１）成分：硫酸カリウム及び塩化カリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｂ２）成分：硫酸ナトリウム及び塩化ナトリウムから選ばれる１種以上の化合物
（ｃ）成分：アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩、アルカリ金属ケイ酸塩及び
トリポリ燐酸塩から選ばれる１種以上のアルカリ剤
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【００４４】
＜２＞
　（ａ）成分が、スルホン酸塩基を有するアニオン界面活性剤、硫酸エステル塩基を有す
るアニオン界面活性剤及び脂肪酸又はその塩から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
である、＜１＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００４５】
＜３＞
　（ａ）成分として、下記（ａ１）成分から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤と、
下記（ａ２）成分から選ばれる１種以上のアニオン界面活性剤とを含有する、＜１＞又は
＜２＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
（ａ１）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、エチレンオキシド平均付加モル
数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩及びアルキル基の炭素数
が１０以上１６以下のアルキルベンゼンスルホン酸塩から選ばれる１種以上のアニオン界
面活性剤
（ａ２）成分：アルキル基の炭素数が１０以上１６以下のアルキル硫酸エステル塩から選
ばれる１種以上のアニオン界面活性剤
【００４６】
＜４＞
　（ａ１）成分の含有量に対する（ａ２）成分の含有量の質量比が、〔（ａ２）成分の含
有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、０．０５以上、好ましくは０．１以上、より好ま
しくは０．１５以上、より好ましくは０．２以上、より好ましくは０．３以上、より好ま
しくは０．４以上、より好ましくは０．５以上、そして、５以下、好ましくは４以下、よ
り好ましくは３以下、より好ましくは２以下、好ましくは１．５以下、より好ましくは１
以下、より好ましくは０．７以下である、＜３＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００４７】
＜５＞
　（ａ１）成分として、アルキル基の炭素数が１０以上１６以下、好ましくは１４以下、
エチレンオキシド平均付加モル数が１以上３以下のポリオキシエチレンアルキル硫酸エス
テル塩〔以後、（ａ１）ＡＥＳと称する。〕を含有する、＜３＞又は＜４＞に記載の衣料
用粉末洗浄剤組成物。
【００４８】
＜６＞
　（ａ１）成分の含有量に対する（ａ１）ＡＥＳの含有量の質量比が、〔（ａ１）ＡＥＳ

の含有量〕／〔（ａ１）成分の含有量〕で、好ましくは０．１以上、より好ましくは０．
２以上、更に好ましくは０．５以上、そして１以下である、＜５＞に記載の衣料用粉末洗
浄剤組成物。
【００４９】
＜７＞
　（ｂ１）成分が、硫酸カリウムである、＜１＞～＜６＞の何れかに記載の衣料用粉末洗
浄剤組成物。
【００５０】
＜８＞
　（ｂ２）成分が、硫酸ナトリウムである、＜１＞～＜７＞の何れかに記載の衣料用粉末
洗浄剤組成物。
【００５１】
＜９＞
　（ｂ）成分が、（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分である、＜１＞～＜８＞の何れかに記載
の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００５２】
＜１０＞
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　（ｂ）成分として、（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分を含有する、＜１＞～＜９＞の何れ
かに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００５３】
＜１１＞
　（ｂ）成分が、（ｂ１）成分が硫酸カリウムであり、（ｂ２）成分が硫酸ナトリウムで
ある組み合わせ、及び（ｂ１）成分が塩化カリウムであり、（ｂ２）成分が塩化ナトリウ
ムである組み合わせ、のいずれかの組み合わせから選択される、＜９＞又は＜１０＞に記
載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００５４】
＜１２＞
　（ｃ）成分のアルカリ金属炭酸塩が、炭酸ナトリウム、及び炭酸カリウムから選ばれる
１種以上の化合物、好ましくは炭酸ナトリウムである、＜１＞～＜１１＞の何れかに記載
の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００５５】
＜１３＞
　（ｃ）成分のアルカリ金属炭酸水素塩が、炭酸水素ナトリウム、及び炭酸水素カリウム
から選ばれる１種以上の化合物である、＜１＞～＜１２＞の何れかに記載の衣料用粉末洗
浄剤組成物。
【００５６】
＜１４＞
　（ｃ）成分のアルカリ金属ケイ酸塩が、ケイ酸ナトリウム、及びケイ酸カリウムから選
ばれる１種以上の化合物である、＜１＞～＜１３＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組
成物。
【００５７】
＜１５＞
　（ｃ）成分のトリポリリン酸塩が、トリポリリン酸ナトリウム及びトリポリリン酸カリ
ウムから選ばれる１種以上の化合物、好ましくはトリポリリン酸ナトリウムである、＜１
＞～＜１４＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００５８】
＜１６＞
　（ｃ）成分が、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属炭酸水素塩、及びアルカリ金属ケイ
酸塩から選ばれる１種以上のアルカリ剤である、＜１＞～＜１４＞の何れかに記載の衣料
用粉末洗浄剤組成物。
【００５９】
＜１７＞
　（ａ）成分を、３質量％以上、好ましくは５質量％以上、より好ましくは７質量％以上
、より好ましくは１０質量％以上、そして３０質量％以下、好ましくは２８質量％以下、
より好ましくは２５質量％以下含有する、＜１＞～＜１６＞の何れかに記載の衣料用粉末
洗浄剤組成物。
【００６０】
＜１８＞
　（ｂ）成分を、３０質量％以上、好ましくは３５質量％以上、より好ましくは３７質量
％以上、より好ましくは４０質量％以上、そして８０質量％以下、好ましくは７５質量％
以下、より好ましくは７０質量％以下含有する、＜１＞～＜１７＞の何れかに記載の衣料
用粉末洗浄剤組成物。
【００６１】
＜１９＞
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上、好ましくは０．５以上、より好ましくは０．６以上、更に好ましくは０．７以
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上、より更に好ましくは０．７５以上、より更に好ましくは０．８以上、そして、１以下
である、＜１＞～＜１８＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６２】
＜２０＞
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上、そして、１以下、好ましくは０．９８以下、より好ましくは０．９５以下であ
る、＜１＞～＜１８＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６３】
＜２１＞
　（ｂ１）成分の含有量と（ｂ１）成分及び（ｂ２）成分の合計の含有量との質量比であ
る〔（ｂ１）成分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量＋（ｂ２）成分の含有量〕が、０
．４以上、好ましくは０．５以上、より好ましくは０．６以上、更に好ましくは０．７以
上、より更に好ましくは０．７５以上、より更に好ましくは０．８以上、そして、１以下
、好ましくは０．９８以下、より好ましくは０．９５以下である、＜１＞～＜１８＞の何
れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６４】
＜２２＞
　（ｃ）成分を、０質量％以上、更に０質量％超、好ましくは０．５質量％以上、より好
ましくは０．７質量％以上、より好ましくは１質量％以上、そして１０質量％以下、好ま
しくは８質量％以下、より好ましくは５質量％以下、更に好ましくは４質量％以下、より
更に好ましくは３質量％以下、より更に好ましくは２質量％以下含有する、＜１＞～＜２
１＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６５】
＜２３＞
　分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカルボン酸又はその塩を含有する、＜
１＞～＜２２＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６６】
＜２４＞
　分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカルボン酸又はその塩が、クエン酸、
マロン酸、マレイン酸、フマル酸、シュウ酸、プロピオン酸、乳酸、リンゴ酸、酒石酸、
コハク酸、グリコール酸、安息香酸、サリチル酸、フタル酸、１，２，３－ベンゼントリ
カルボン酸及び１，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸から選ばれる１種以上のカル
ボン酸又はその塩である、＜２３＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６７】
＜２５＞
　分子量５０以上３００以下の１価以上４価以下のカルボン酸又はその塩の含有量が、組
成物中、好ましくは０．１質量％以上、より好ましくは０．２質量％以上、より好ましく
は０．３質量％以上、そして、好ましくは３質量％以下、より好ましくは２質量％以下、
より好ましくは１質量％以下である、＜２３＞又は＜２４＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組
成物。
【００６８】
＜２６＞
　ゼオライトを含有する、＜１＞～＜２５＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００６９】
＜２７＞
　ゼオライトが、Ａ型ゼオライト、Ｘ型ゼオライト、又はＰ型ゼオライトである、＜２５
＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７０】
＜２８＞
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　ゼオライトの平均一次粒子径が、好ましくは０．１μｍ以上、より好ましくは１μｍ以
上、そして、好ましくは１０μｍ以下、より好ましくは５μｍ以下である、＜２６＞又は
＜２７＞に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７１】
＜２９＞
　ゼオライトを、好ましくは２質量％以上、より好ましくは３質量％以上、より好ましく
は５質量％以上、そして、好ましくは１５質量％以下、より好ましくは１３質量％以下、
より好ましくは１０質量％以下含有する、＜２６＞～＜２８＞の何れかに記載の衣料用粉
末洗浄剤組成物。
【００７２】
＜３０＞
　２０℃の水で３００倍に希釈されたときのｐＨが、好ましくは２．５以上、より好まし
くは２．６以上、より好ましくは２．８以上、より好ましくは３．０以上、より好ましく
は３．２以上、より好ましくは３．４以上、より好ましくは３．６以上、より好ましくは
３．８以上、より好ましくは４．０以上、そして、好ましくは９．５以下、より好ましく
は９．０以下、更に好ましくは８．５以下、より更に好ましくは８．０以下、より更に好
ましくは７．８以下、より更に好ましくは７．５以下である、＜１＞～＜２９＞の何れか
に記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７３】
＜３１＞
　アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ、ドイツ硬度１０゜ｄＨの２０℃の水で３００倍に希釈され
たときのｐＨ、又は、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ、ドイツ硬度１０゜ｄＨ、ｐＨ７．５の
２０℃の水で３００倍に希釈されたときのｐＨが、好ましくは２．５以上、より好ましく
は２．６以上、更に好ましくは２．８以上、より更に好ましくは３．０以上、より更に好
ましくは３．２以上、より更に好ましくは３．４以上、より更に好ましくは３．６以上、
より更に好ましくは３．８以上、より更に好ましくは４．０以上、そして、好ましくは９
．５以下、より好ましくは９．０以下、更に好ましくは８．５以下、より更に好ましくは
８．０以下、より更に好ましくは７．８以下、より更に好ましくは７．５以下である、＜
１＞～＜３０＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７４】
＜３２＞
　手洗い洗濯用である、＜１＞～＜３１＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７５】
＜３３＞
　手洗いでの洗濯において、水１Ｌに対して、好ましくは１．０ｇ以上、より好ましくは
１．５ｇ以上、より好ましくは２．０ｇ以上、そして、好ましくは２０ｇ以下、より好ま
しくは１５ｇ以下、より好ましくは１０ｇ以下の濃度で用いられる、＜１＞～＜３２＞の
何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７６】
＜３４＞
　洗濯機での洗濯において、水１Ｌに対して、好ましくは０．３ｇ以上、より好ましくは
０．５ｇ以上、より好ましくは０．７ｇ以上、そして、好ましくは１０ｇ以下、より好ま
しくは５ｇ以下、より好ましくは３ｇ以下の濃度で用いられる、＜１＞～＜３１＞の何れ
かに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物。
【００７７】
＜３５＞
　＜１＞～＜３４＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ
２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、衣料を洗浄する、衣料の洗浄方法。
【００７８】
＜３６＞
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　＜１＞～＜３３＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ
２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、衣料を手洗い洗浄する、衣料の洗浄方法。
【００７９】
＜３７＞
　＜１＞～＜３４＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ
２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、食品由来の油汚れが付着した衣料を洗浄する、
衣料の洗浄方法。
【００８０】
＜３８＞
　＜１＞～＜３３＞の何れかに記載の衣料用粉末洗浄剤組成物と水とを混合して得たｐＨ
２．５以上９．５以下の洗浄液を用いて、食品由来の油汚れが付着した衣料を手洗い洗浄
する、衣料の洗浄方法。
【００８１】
＜３９＞
　食品由来の油汚れが、色素を含む汚れである、更にラー油である、＜３７＞又は＜３８
＞に記載の衣料の洗浄方法。
【００８２】
＜４０＞
　洗浄後の衣料を水ですすぐ工程を有する、＜３５＞～＜３９＞の何れかに記載の衣料の
洗浄方法。
【００８３】
＜４１＞
　前記衣料用粉末洗浄剤組成物と混合する水のアルカリ度が１０ｍｇＬ以上３００ｍｇ／
Ｌ以下である、＜３５＞～＜４０＞の何れかに記載の衣料の洗浄方法。
【００８４】
＜４２＞
　前記衣料用粉末洗浄剤組成物と混合する水のドイツ硬度が１゜ｄＨ以上５０゜ｄＨ以下
である、＜３５＞～＜４１＞の何れかに記載の衣料の洗浄方法。
【００８５】
＜４３＞
　前記衣料用粉末洗浄剤組成物と混合する水が、アルカリ度１０ｍｇ／Ｌ以上３００ｍｇ
／Ｌ以下、ドイツ硬度１゜ｄＨ以上５０゜ｄＨ以下の水である、＜３５＞～＜４２＞の何
れかに記載の衣料の洗浄方法。
【００８６】
＜４４＞
　洗浄液のｐＨが、好ましくは２．６以上、より好ましくは２．８以上、更に好ましくは
３．０以上、より更に好ましくは３．２以上、より更に好ましくは３．４以上、より更に
好ましくは３．６以上、より更に好ましくは３．８以上、より更に好ましくは４．０以上
、そして、好ましくは９．０以下、より好ましくは８．５以下、更に好ましくは８．０以
下、より更に好ましくは７．８以下、より更に好ましくは７．５以下である、＜３５＞～
＜４３＞の何れかに記載の衣料の洗浄方法。
【実施例】
【００８７】
　下記の配合成分及び表１の成分を用いて、表１に示す衣料用粉末洗浄剤組成物を圧密造
粒法により調製した。具体的には（ｂ）成分及び（ｃ）成分をリボンミキサーで混合した
後、（ａ）成分を噴霧し撹拌することで目的の組成物を得た。任意で、最終工程で前記以
外の成分を混合撹拌して配合した。評価は下記の方法で行った。結果を表１に示す。
【００８８】
［１］ｐＨの測定法
　ｐＨメーター（ＨＯＲＩＢＡ製　ｐＨ／イオンメーター　Ｆ－２３）にｐＨ測定用複合
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電極（ＨＯＲＩＢＡ製　ガラス摺り合わせスリーブ型）を接続し、電源を投入した。ｐＨ
電極内部液としては、飽和塩化カリウム水溶液（３．３３モル／Ｌ）を使用した。
【００８９】
　次に、ｐＨ４．０１標準液（フタル酸塩標準液）、ｐＨ６．８６（中性リン酸塩標準液
）、ｐＨ９．１８標準液（ホウ酸塩標準液）をそれぞれ１００ｍＬビーカーに充填し、２
５℃の恒温槽に３０分間浸漬した。恒温に調整された標準液にｐＨ測定用電極を３分間浸
し、ｐＨ６．８６→ｐＨ９．１８→ｐＨ４．０１の順に校正操作を行った。
【００９０】
　ドイツ硬度１０゜ｄＨ、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ（ＣａＣＯ３換算）、ｐＨ７．５、
２０℃の水を使用し、３００倍に希釈された試料（衣料用粉末洗浄剤組成物の希釈物）を
１００ｍＬビーカーに充填し、２０℃の恒温槽内にて２０℃に調整した。恒温に調整され
た試料にｐＨ測定用電極を３分間浸し、ｐＨを測定した。結果を、水希釈物のｐＨとして
表に示した。
【００９１】
［２］溶解性評価
　表の衣料用粉末洗浄剤組成物２ｇを、ドイツ硬度１０゜ｄＨ、アルカリ度１００ｍｇ／
Ｌ（ＣａＣＯ３換算）、ｐＨ７．５、２５℃の水１Ｌを用いて、容量２Ｌのビーカー中で
混合した。長さ５ｃｍの棒状の撹拌子を、マグネティックスターラーを用い、１分間８０
０ｒｐｍで撹拌し、溶解させた。その後、目開きが０.７４ｍｍの金属メッシュを用いて
上記の水溶液を全量ろ過した後、１０５℃で２時間乾燥し、金属メッシュ上に残った残留
物量の質量（ｇ）を測定した。下記式によって溶解率を算出して衣料用粉末洗浄剤組成物
の溶解性を評価した。溶解率は、９０％以上が合格であり、数値が高い方がより好ましい
。
溶解率（％）＝［〔溶解前の衣料用粉末洗浄剤組成物の量（２ｇ）－溶解後の残留物の量
（ｇ）〕／（溶解前の衣料用粉末洗浄剤組成物の量（２ｇ））］×１００
【００９２】
［３］洗浄力の評価方法
　ドイツ硬度１０゜ｄＨ、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ（ＣａＣＯ３換算）、ｐＨ７．５、
２０℃の水３Ｌに対して、表に示す衣料用粉末洗浄剤組成物９ｇをたらいの中で希釈溶解
した。その後、下記の通り調製したラー油汚染布５枚を縫い付けた肌着１枚、並びに浴比
調整用の同じサイズの肌着２枚を入れ、全体をかき混ぜた。浴比は８であった。肌着はグ
ンゼＹＧ（丸首Ｔシャツ、Ｍサイズ、綿１００％）を使用した。その後、汚染布を均等に
１０分間手でこすり洗浄を行った。組成物の希釈に用いた水と同様の水３Ｌで、２回すす
いだ後、手で絞って脱水し、乾燥させた。下記の式により洗浄率を測定した。
　洗浄及びすすぎに用いる水は、次のように調製した。塩化カルシウム・２水和物７８．
５０ｇ及び塩化マグネシウム・６水和物７３．５８ｇを１Ｌのイオン交換水で溶解させた
濃厚原液を調製した。この濃厚原液は、カルシウム／マグネシウム＝６／４（モル比）で
あった。得られた濃厚原液を、アルカリ度１００ｍｇ／Ｌ（ＣａＣＯ３換算）、ｐＨ７．
５の希釈用水で希釈し、１０゜ｄＨに調整して洗浄及びすすぎに用いる水とした。前記希
釈用水は、イオン交換水に炭酸水素ナトリウムを添加してアルカリ度を調整し、塩酸を添
加してｐＨを調整して得た。
洗浄率（％）＝［（洗浄後の反射率－洗浄前の反射率）／（白布の反射率－洗浄前の反射
率）］×１００
　白布は、ラー油汚染布の調製に用いた綿メリヤス布（綿ニット未シル、綿１００％、谷
頭商店）の未汚染状態の布である。
　反射率は日本電色工業（株）製ＮＤＲ－１０ＤＰで４６０ｎｍフィルターを使用して測
定した。洗浄率は、７０％以上が合格であり、数値が高い程より好ましい。
【００９３】
＜ラー油汚染布の調製＞
　市販のＳ＆Ｂラー油（エスビー食品（株）製、２０１３年６月購入）０．１ｍＬを６ｃ
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ｍ×６ｃｍの綿メリヤス布（綿ニット未シル、綿１００％、谷頭商店）の上に均一に塗布
し、温度２５℃、湿度６５ＲＨ％、１５時間乾燥させた。これを試験に供した。
【００９４】
［４］洗い時の手の快適さの評価
　上記［３］の「洗浄力の評価方法」での洗濯中及び洗濯後の手の感触により、手洗い作
業の快適さを評価した。
　具体的には、上記［３］の「洗浄力の評価方法」における、
（Ｉ）こすり洗浄中の手の感触、
（II）こすり洗浄終了後、タオルによって手を拭いた直後の手の感触
の２つの時期を対象として快適さを評価した。１０人のパネラーが、それぞれ、以下の基
準で、手洗い作業の快適さを判定した。
　上記（Ｉ）の判定基準は、手にぬるつく場合を「とても不快」又は「やや不快」、水の
みと全く同じ感触を「とても快適」又は「やや快適」とした。また、上記（II）の判定基
準は、衣料用粉末洗浄剤組成物成分の残留感がある場合を「とても不快」又は「やや不快
」、衣料用粉末洗浄剤組成物成分の残留感が全くない場合を「とても快適」又は「やや快
適」とした。
　１人のパネラーから２つの時期の結果を回収し、その平均値を求めた。その平均値を１
０人分回収し、更に平均値を求め、これを表に示した。平均値が２．５以下を合格とした
。平均値が小さい程、より好ましい感触である。
５：とても不快
４：やや不快
３：どちらでもない
２：やや快適
１：とても快適
【００９５】
［５］すすぎ時の手の快適さの評価
　上記［３］の「洗浄力の評価方法」でのすすぎ中及びすすぎ後の手の感触により、すす
ぎ時の手の快適さを評価した。
　具体的には、上記［３］の「洗浄力の評価方法」における、
（Ｉ）すすぎ中の手の感触、
（II）すすぎ及び脱水終了後、タオルによって手を拭いた直後の手の感触、及び
（III）前記タオルによって手を拭いた後２分後の手の感触、
の３つの時期を対象として快適さを評価した。１０人のパネラーが、それぞれ、以下の基
準で、手洗い作業の快適さを判定した。
　上記（Ｉ）の判定基準は、手にぬるつく場合を「とても不快」又は「やや不快」、水の
みと全く同じ感触を「とても快適」又は「やや快適」とした。また、上記（II）及び上記
（III）の判定基準は、衣料用粉末洗浄剤組成物成分の残留感がある場合を「とても不快
」又は「やや不快」、衣料用粉末洗浄剤組成物成分の残留感が全くない場合を「とても快
適」又は「やや快適」とした。
　１人のパネラーから３つの時期の結果を回収し、その平均値を求めた。その平均値を１
０人分回収し、更に平均値を求め、これを表に示した。平均値が２．５以下を合格とした
。平均値が小さい程、より好ましい感触である。
５：とても不快
４：やや不快
３：どちらでもない
２：やや快適
１：とても快適
［６］配合成分
（ａ）成分
・ＬＡＳ－Ｎａ：ラウリルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ネオペレックスＧ－１５（花
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王（株）製）
・ＡＥＳ－Ｎａ（１）：炭素数１０～１６の直鎖１級アルキル基を有するポリオキシエチ
レン（平均付加モル数２）アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム、エマール２７０Ｓ
（花王（株）製）
・ＡＥＳ－Ｎａ（２）：炭素数１２の直鎖１級アルキル基を有するポリオキシエチレン（
平均付加モル数３）アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム、エマール２０Ｃ（花王（
株）製）
・ＡＳ－Ｎａ：ラウリル硫酸エステルナトリウム、エマール０（花王（株）製）
【００９６】
（ｂ２）成分
・硫酸カリウム；硫酸カリウム　和光純薬工業（株）
・塩化カリウム：塩化カリウム　和光純薬工業（株）
・硫酸ナトリウム；硫酸ナトリウム（無水）　和光純薬工業（株）
【００９７】
（ｃ）成分
・炭酸ナトリウム；和光純薬工業（株）
【００９８】
・クエン酸；和光純薬工業（株）
・クエン酸３ナトリウム；和光純薬工業（株）
【００９９】
・アルカリプロテアーゼ（ＫＡＰ；花王（株）製、タンパク質含有量が１００ｍｇ／酵素
造粒物１ｇの造粒物）、表中の配合量は、酵素タンパク質としての配合量である。
・ゼオライト（ゼオビルダー：ゼオビルダー社製、メジアン径：３．０μｍ）
・活性白土（ガレオンアース　ＮＶ；水澤化学工業（株））
【０１００】
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